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現在、中国で発生している鳥インフルエンザ。これは決して他人事ではなく、いずれわれわれ自身にも降りかかる問題。当
院は地域の感染対策の拠点病院として、感染対策室が中心となって感染対策についての組織体制作り、最新の情報
収集、マニュアル作成と実践、院内外への啓発活動等に取り組んでいます。

院長
メッセージ

感染症。
終わりなき、
闘いの日々 。



　
「
何
か
が
お
か
し
い
」。
今
年
１
月
上
旬
、

感
染
対
策
室
の
呼
吸
器
内
科
部
長 

鈴
木
雅
之

医
師
は
、静
か
に
迫
る「
異
変
」を
感
じ
て
い
た
。

職
員
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
罹
患
者
数
が
数
日

で
激
増
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
職
員
は
毎
年
発

生
す
る
。た
だ
、今
年
は
市
内
が
流
行
期
に
入
っ

て
い
な
い
の
に
例
年
に
な
く
高
い
発
生
率
を
示

し
て
い
た
。
１
月
７
日
か
ら
徐
々
に
感
染
が
拡

大
し
始
め
、
11
日
に
は
ピ
ー
ク
に
達
す
る
。
医

師
や
看
護
師
か
ら
他
の
職
員
や
患
者
へ
感
染
が

広
が
り
、
さ
ら
に
救
急
病
棟
に
も
感
染
が
拡
大

し
始
め
て
い
た
。「
院
内
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
だ
」。

鈴
木
医
師
は
つ
ぶ
や
い
た
。

　
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
と
は
、
特
定
の
集
団
内
で

予
想
以
上
に
感
染
者
が
発
生
す
る
こ
と
。
医
療

施
設
で
の
感
染
率
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
よ
り
も
、

統
計
学
的
に
明
ら
か
に
高
い
頻
度
で
発
生
し
て

い
る
場
合
な
ど
を
指
す
。
鈴
木
医
師
は
こ
れ
が

院
内
で
起
き
た
と
判
断
、
即
座
に
感
染
制
御
を

開
始
し
た
。
感
染
拡
大
を
抑
え
る
た
め
、
名
古

屋
第
二
赤
十
字
病
院
で
初
の
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
薬
の
予
防
投
与
と
病
棟
単
位
で
の
患
者
さ
ん

の
移
動
制
限
を
決
断
。
職
員
約
３
０
０
名
、
患

者
約
２
０
０
名
に
予
防
投
薬
を
実
施
し
た
。
こ

の
迅
速
な
判
断
が
奏
功
し
、
事
態
は
徐
々
に
鎮

静
化
。
24
日
に
は
罹
患
数
が
正
常
値
ま
で
低
下

し
た
。
院
内
感
染
は
最
小
限
で
食
い
止
め
ら
れ

た
の
だ
。「
今
回
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
、

全
職
員
と
患
者
さ
ん
の
協
力
で
教
科
書
的
な
対

応
が
ス
ム
ー
ズ
に
取
れ
た
」
と
鈴
木
医
師
は
振

り
返
る
。

早
期
の
対
応
が
功
を
奏
し

感
染
拡
大
を
食
い
止
め
た
。

Special Report

見えない敵との「終わりなき闘い」。
医療の進歩とともに歩み続ける
感染対策室の大きな役割。



　
同
院
が
特
に
感
染
対
策
に
力
を
入
れ
始
め
た

の
は
１
９
９
６
年
。
ち
ょ
う
ど
抗
生
物
質
の
効

き
に
く
い
耐
性
菌
が
注
目
を
浴
び
始
め
た
時
期

だ
。
以
来
、
国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ

き
な
が
ら
、
病
院
を
挙
げ
て
感
染
対
策
に
取
り

組
み
続
け
て
き
た
。
今
回
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
院
内
感
染
を
抑
止
で
き
た
の
も
、
こ
の
感
染
対

策
室
が
う
ま
く
機
能
し
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

感
染
対
策
室
の
大
き
な
役
割
は
、
主
に
院

内
で
の
感
染
対
策
の
標
準
化
に
あ
る
。
感
染

対
策
は
各
部
門
が
単
独
で
動
く
の
で
は
な
く
、

あ
ら
ゆ
る
部
門
が
組
織
横
断
的
に
関
与
し
な

け
れ
ば
意
味
が
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
が

各
自
の
思
い
つ
き
で
対
策
を
講
じ
て
い
て
は
、

感
染
拡
大
は
食
い
止
め
ら
れ
な
い
の
だ
。
そ

の
た
め
、
感
染
対
策
室
が
中
心
と
な
り
、
リ

ン
ク
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
、
ネ
ッ
ト
学
習
な
ど

を
通
じ
て
、
院
内
の
感
染
対
策
の
標
準
化
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　
そ
の
昔
、
感
染
症
は
医
療
の
主
要
な
テ
ー
マ

だ
っ
た
。
感
染
に
よ
る
死
亡
を
い
か
に
減
ら
す

の
か
。
医
療
の
歴
史
は
、
い
わ
ば
感
染
症
と
の

闘
い
の
歴
史
だ
と
も
い
え
る
。
ペ
ニ
シ
リ
ン
の

登
場
に
よ
り
感
染
症
は
治
る
時
代
に
突
入
し
て
、

感
染
症
と
の
闘
い
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
か
に

見
え
た
。
そ
こ
に
現
れ
た
の
が
、Ｍ
Ｒ
Ｓ
Ａ（
メ

チ
シ
リ
ン
耐
性
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
）
に
代
表
さ

れ
る
耐
性
菌
で
あ
る
。
感
染
症
は
再
び
治
ら
な

い
時
代
を
迎
え
た
の
だ
。

　
こ
う
し
た
耐
性
菌
に
対
し
、
万
全
の
感
染
対

策
を
講
じ
る
た
め
に
は「
組
織
力
」が
不
可
欠
だ
。

同
院
で
も
、
病
院
の
各
部
門
が
総
力
を
挙
げ
て

感
染
対
策
へ
の
努
力
を
続
け
て
い
る
。

　

耐
性
菌
な
ど
の
感
染
制
御
に
大
き
な
役
割

を
果
た
す
の
が
、
微
生
物
検
査
室
だ
。
感
染

対
策
室
員
の
川
島 

誠
臨
床
検
査
技
師
は
、
患

者
か
ら
の
検
体
を
元
に
、
耐
性
菌
の
発
生
を

日
夜
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
々
弥

栄
子
薬
剤
師
は
、
耐
性
菌
に
使
え
る
抗
菌
薬

の
適
正
使
用
や
、
使
用
症
例
の
把
握
、
用
法
・

容
量
の
確
認
を
徹
底
す
る
。
看
護
部
で
は
、

感
染
対
策
に
向
け
た
啓
発
活
動
を
実
施
。
一

昨
年
よ
り
救
急
病
棟
で
、試
験
的
に
ア
ル
コ
ー

ル
手
指
消
毒
剤
の
携
帯
を
開
始
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
使
用
量
が
２
倍
以
上
に
増
加
し
た
た

め
、
昨
年
11
月
よ
り
全
部
門
に
携
帯
型
ア
ル

コ
ー
ル
手
指
消
毒
剤
を
導
入
し
た
。

　

こ
う
し
た
部
門
ご
と
の
地
道
な
活
動
が
、

耐
性
菌
の
感
染
拡
大
を
未
然
に
防
ぐ
原
動
力

と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
か
ら
の
課
題
は
、
感
染
対
策
を
い
か
に

地
域
へ
と
広
げ
て
い
く
か
だ
。
そ
の
た
め
同
院

で
は
、
外
来
患
者
や
地
域
住
民
へ
の
啓
発
活
動

に
も
熱
を
入
れ
る
。
今
年
１
月
末
か
ら
２
月
に

か
け
て
は
、
感
染
対
策
室
員
や
臨
床
検
査
技
師

ら
が
講
師
と
な
り
、
１
回
15
分
程
度
の
ミ
ニ
レ

ク
チ
ャ
ー
を
実
施
。
手
の
菌
の
付
着
状
況
が
目

視
で
き
る
パ
ー
ム
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
手
洗
い

の
重
要
性
を
再
認
識
し
て
も
ら
っ
た
。

　

さ
ら
に
は
、
他
病
院
と
の
連
携
も
進
め
て

い
る
。
同
院
で
は
、
東
名
古
屋
病
院
と
連
携

し
て
相
互
訪
問
を
行
い
、
互
い
の
改
善
点
を

指
摘
し
合
う
活
動
を
展
開
。
相
互
評
価
を
行

う
４
病
院
が
集
ま
り
実
施
さ
れ
た
勉
強
会
で

は
、
同
院
が
感
染
対
策
を
指
導
す
る
場
面
も

あ
っ
た
。
こ
う
し
た
動
き
は
今
後
も
順
次
拡

大
さ
れ
て
い
く
予
定
だ
。

　
「
最
も
重
要
な
の
は
、
ど
れ
だ
け
感
染
対
策

の
考
え
方
を
浸
透
さ
せ
ら
れ
る
か
で
す
」
と
鈴

木
医
師
。「
感
染
対
策
に
ゴ
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
な
か
で
ど
う
や
っ
て
順
守
率
を
高
め
て
い

く
の
か
。
患
者
さ
ん
の
協
力
も
必
要
で
、
啓
発

活
動
や
病
院
相
互
の
連
携
な
ど
に
も
力
を
入
れ
、

院
内
か
ら
地
域
へ
と
感
染
対
策
の
裾
野
を
広
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
近
年
は
療
養
型
の
医
療
施
設
に
転
院
し
た
り
、

在
宅
で
療
養
す
る
患
者
も
増
加
し
て
い
る
。
大

切
な
の
は
、
媒
介
が
誰
で
あ
っ
て
も
患
者
を
感

染
症
か
ら
守
る
こ
と
だ
。
ど
う
や
っ
て
地
域
全

体
の
感
染
を
制
御
し
、
感
染
症
の
脅
威
か
ら

人
々
を
守
る
の
か
。
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

の〝
終
わ
り
な
き
闘
い
〞は
今
後
も
続
い
て
い
く
。

インフルエンザ、耐性菌などの感染症から
患者を守るための司令塔が、感染対策室だ。
医師、臨床検査技師、薬剤師、看護師らが、
部門の枠を超えた「組織力」を発揮することで、
院内感染の発生・拡大を未然に防ぐ。

感
染
対
策
室
が
中
心
と
な
り

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た

対
策
の
標
準
化
を
推
進
。

院
内
だ
け
で
な
く
、

地
域
で
の
感
染
対
策
を

確
立
し
て
い
く
の
が
目
標
。

感
染
症
は
、
耐
性
菌
の
登
場
で

再
び
治
ら
な
い
時
代
に
。



プラス α 急性アルコール中毒とは 短時間に多量のアルコール（エタノール）摂取で生じる中毒。少量でも症状が現れる場合があります。

　がんは昭和56年から
日本人の死因第一位で、
国民の３人に１人が罹患
し、年間約36万人の方
が亡くなっています。当
院は厚生労働省より、地
域がん診療連携拠点病
院に指定されており、専
門的ながん医療の提供、地域のがん診療における連携協力
体制の構築、がん患者さんへの相談支援・情報提供などを
行っています。
　当院では、地域の皆さまにがんに関する正しい知識と情報
を知っていただこうと、これまでに「肺がん・大腸がん」「胃が
ん」に関する市民公開講座を開催しており、第３回目となる今
回は、日本人女性の18人に１人はかかると言われている「乳が
ん」をテーマに選びました。
　乳がんは、40歳以上になると罹患者数が増え、他のがんに
比べ若い段階でかかる確率が高いのが特徴です。初期には
痛みや体調の悪化などの症状がほとんどありませんが、早期
に発見し治療すれば治る確率の
高いがんでもあります。現在、乳
がんの診断・治療の進歩はめざ
ましいものがあり、乳腺の部分切
除による縮小手術や、化学療法
と縮小手術を組み合わせた治療
法などで、乳房を温存したまま治
療することもできます。
　「乳がんの最新の治療法や、
ホルモン剤・抗がん剤など薬に関
する正しい知識を地域の皆さまに知っていただくことは、大変
重要なことだと思っています」と、副院長兼がん診療推進セン
ター長の長谷川 洋医師。今回の講座では乳腺外科の伊東悠
子医師や放射線科の松井 徹医師をはじめ、薬剤師、看護師、
臨床心理士がそれぞれ「乳がんの治療」、「薬」、「リンパ

　市民公開講座が開催された２月２日㈯、会場となった当院の
研修ホールは、約250人の参加者で満席となりました。多くは名
古屋市内の方でしたが、豊川市などの遠方から来られた方や、
「妻のために」と他県から来場した男性もおり、乳がんに関心を
持つ方、乳がんで悩みを抱えている方の多さがうかがえました。

　参加者には、実際に乳がん
に罹患している女性も多く、休
憩中に集められた講演者への
質問には「放射線治療は術後
何カ月くらいから開始するのが
ベストですか？」、「抗がん剤を
使用しましたが、足のしびれが
治りません」など、具体的なも
のも多くありました。
　講演では、特にがんの手術
によるリンパ節切除や放射線
治療が原因で起こる、むくみ

である「リンパ浮腫」に関して、高い反響がありました。参加
者からは「現在治療中ですが、右手がむくんでおり、リンパ浮
腫の話をもう少し聞いてみたい」、「専門の講習会を開催して
ほしい」などの声があがりました。
　こうした声に応え、当院では今後、がんに関するさまざまな
講習会や勉強会の開催を検討していく方針です。

浮腫」、「心のケア」について講演、乳がん治療の最前線を分
かりやすく紹介しました。

当院は、地域がん診療連携拠点病院として、今後も地域の皆さまへ
がんに関するさまざまな知識や情報を提供していきます。

乳がん治療の今を、
分かりやすくご紹介しました。

会場は満席、
乳がんに悩む方の多さを実感しました。

Par t
1八事日赤を

知ろう！

社会の関心が高まる「乳がん」、
会場でも大きな反響をいただきました。



プラス α 中毒の原因 アルコールは脳を麻痺させる性質を持ち、多量に摂取すると、脳や呼吸機能・心肺機能に影響します。

病院には、火災などの災
害時、すぐに避難するこ
とが難しい方もたくさん
いらっしゃいます。いざと
いうとき、院内の皆さまの
安全を守るため、毎年、
昭和消防署協力の下、
自衛消防隊が防災訓練
を実施しています。今年
は３月５日㈫、第１病棟７
階の湯沸室からの出火
を想定し、消火器を用い
た初期消火訓練や、患
者さんの搬送訓練を行

いました。その後、昭和消防署による、消防車のホース
からの一斉放水や、８階からリフトを吊り下げての救出
訓練を開始しました。当日は晴天ながらも風が強く、リフ
トのロープが揺らぐなか、レスキュー隊員が患者さん役
の人形を見事救出。今年は名古屋市消防署・昭和区の
マスコット「ケッシーくん」と「ショウちゃん」も駆けつけ、付
近の保育園から来た子どもたちと一緒に、訓練を応援
していました。最後に、昭和消防署の北川署長から、
「火事そのものは年々減っていますが、昨年名古屋市
の病院での出火は４件と、決して少なくありません。火災
が起きたときには、まず患者さんの避難誘導を優先する
ようお願いしま
す」と、お言葉を
いただき、職員一
同、防災に対する
意識をさらに引き
締め、今年の防
災訓練を終了し
ました。

２月23日㈯、当院研修ホールで、八事脳卒中市民公開
講座「脳卒中の最新の治療と予防」を開催しました。5
回目となるこの公開講座は、年々、参加者も増え、今回
は300名を超えました。脳卒中は、脳の血管が破れたり、
詰まったりして、その先に栄養が行き渡らず、細胞が死
んでしまう病気です。そのなかでも脳の血管が詰まるの
が、脳梗塞です。今回は、脳卒中診療に関わる各領域
の専門家から、脳梗塞発症の前兆や、また発症しやす
い基礎疾患の薬の管理につい
て話がありました。また、脳卒中
の外科治療や早期リハビリテー
ションの必要性についても紹介
しました。
脳卒中の知識を得ることで、一
人ひとりが脳卒中予防や再発
予防を、日頃から心がけること
ができるよう、今後も市民公開
講座を開催していきます。

毎年恒例となっている「八事ほ
ねをまもる会 市民公開講座」
が、1月26日㈯当院研修ホール
で開催されました。「骨粗鬆症
の最新治療と予防」と題し、ロコ
モティブシンドローム（運動器症
候群）や転倒予防、さらに骨粗
鬆症の最近の治療方法について話をしたほか、会場で
は手軽にできるストレッチを参加者と一緒に行いました。

病気を予防するための知識や、防災への取り組みを公開しています。

災 害
救 護

地 域
貢 献

春の強風にも負けず、防災訓練。
昭和消防署協力の下、
消火や避難誘導の演習を行いました。

八事脳卒中市民公開講座
脳卒中の予防や新しい治療方法
について紹介しました。

地 域
貢 献

骨の健康は、日頃の適度な運動が
キーポイント。

健康と安全に役立つ情報を、
今後も皆さまに発信していきます。

Par t
2八事日赤を

知ろう！



プラス α 応急処置

　医療技術部放射線科は、「一般撮
影」、「特殊撮影」、「核医学」、「放射
線治療」の4部門に大きく分かれてお
り、7年前に「画像診断センター」を開

設しました。レントゲン、CT、MR、血管
撮影などの検査室をワンフロアー上
に配置。これにより、画像検査を複数
行う場合にも、患者さんの移動距離
を短縮できるようになりました。
　また、近年では、撮影データがフィ
ルムレスで運用され、画像は電子カル
テへ瞬時に反映されます。撮影後に
フィルムの仕上がりを待つ時間が省
け、患者さんの利便性も以前と比べ
てかなり高まりました。

　救急医療に特化した当院では、救
命救急センターに放射線技師が2～
3名常駐し、365日24時間体制でほと
んどの検査に対応しています。なか
でも脳梗塞の患者さんには、発症

意識、呼吸、脈拍の確認をし、救急車を呼びましょう。衣服をゆるめ、顔を横向きにして寝かせます。

から4.5時間以内での血栓溶解剤
「t-PA」の使用が有効であることか
ら、早期診断がとても重要になりま
す。この急性期脳梗塞の診断に用い
られるのが、MR検査によるディフュー
ジョン（拡散強調画像）です。当院で
は10年近く前からMR検査の当直を
はじめており、休日夜間でもこのMR
検査を迅速に行うことができます。
　なお、当院におけるCT、MR検査
は、急性期の患者さんに対応するた
め、緊急検査を行うことが多くありま
す。その割合は、全体の2～3割を占
めます。救命救急センターである当
院では、緊急検査を優先的に実施
することから、予約の患者さんにお
待ちいただく場合もございます。ご迷
惑をおかけしますが、あらかじめご了
承いただければ幸いです。

　マンモグラフィー検査とは、乳がんの早期発見を目的に、
乳房をX線撮影する検査方法のことです。視触診では発
見しにくい小さなしこりや、乳がんの可能性がある石灰化
を見つけられるのがメリットです。
　検査では、左右それぞれ方向を変えて2枚ずつ、計4枚
撮影するのが一般的です。専用のＸ線装置を使い、乳房
を撮影台に乗せて圧迫板で挟んで撮影します。より診断
に有用な写真を撮るため、技師が直接乳房に触れ、しわ
ができないように伸ばしたり、圧迫をします。圧迫により痛

みは伴いますが、少ない放
射線で鮮明な写真を得る
ために必要なこととご理解
いただけたらと思います。
また、撮影の際、自覚症状
がある場合は、どんな些細
なことでも構いませんので
技師にお伝えください。
　なお、検査時間は更衣から撮影終了まで約15分。また、
当院ではすべて女性技師が対応しています。

　当院では、かかりつけ医の診断で紹介された患者さん
や、乳腺外来で疑いがある患者さんに、検査が適応されま
す。検査では、写真を撮影した後、データが上がってきた段
階で、医師が診察で患者さんに結果を報告。その後、外科
医師が週１回実施する乳腺の症例を集めたカンファレンス
で最終的な判断を下します。
　乳がんの早期発見には、セルフチェックと定期的な検診
が肝心です。少しでも不安をお感じの方は、ぜひマンモグ
ラフィー検査をお受けください。

乳がんの約70％以上が早期がん
マンモグラフィーでの早期発見が重要に

外科医師によるカンファレンスで
画像データを多角的に検証して判断

画像診断センターより

撮影室を１カ所に集約し
患者の利便性を高める

救命救急センターでは
MR検査が24時間対応

ここをチェック

医療技術部放射線科　技師長   瀬口 繁信

マンモグラフィー装置

検査を知ろう！
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
マンモグラフィー検査で
乳がんを早期に発見

触診では分からない
小さなしこりも見つかります

T  O  P  I  C  S



プラス α 予　防

　今日では医療の高度化に伴い、医師は自らの専門領域を
定めて各領域で知識・技術の向上に努めています。しかし
専門性を追求する前に、総合性を身に付け自ら考える力と
応用力を持ち、病気ではなく「ひと」を診る医師であることが
大切であり、そうした医師としての基盤を創ることが、当院の
臨床研修の目的です。
　そのためには、多くの患者さんと接するなかで、まずは医
師であるなら知っているべき疾患とその治療を学ぶこと、す
なわち幅広い知識と臨床経験が必要となります。当院では
救急外来と総合内科を柱に、院内全科で研修医の指導に
臨んでいます。
　初期研修の２年間終了後、自らの意思で専門領域をさら

　臨床研修制度とは、医学部を卒業し医師免許を取得した
者が、「臨床研修指定病院」で２年間「研修医」として臨床研
修を積み、プライマリ・ケアを中心に幅広い診療能力を習得
する制度です。2004年に義務化され、卒後２年間「初期研
修医」として勤務します。
　当院は1975年に臨床研修病院に指定されましたが、以
前から全国でも例の少なかった全科ローテート「総合診療方
式」を取り入れたプログラムで、医師の臨床研修に力を注い
できました。当院で育った研修医は、当院のみならず、東海地
方の多くの病院で活躍しています。

　研修医は、幅広い病気を救急外来で経験し、総合内科
などで、より実践的に医師の基礎を学びます。当院では、あ
らゆる研修医のニーズに応えながら臨床研修を行ってい
ます。
　臨床現場では経験豊かな指導医が責任を持って指導し
ますが、研修医を育てるのは指導医だけではありません。医
師や看護師、メディカルスタッフ、事務スタッフ、そして何より
一人ひとりの患者さんとのコミュニケーションのなかで研修
医は大きく成長します。良い医師は、地域の財産でもありま
す。当地区の皆さまに育てていただいた医師が、東海地方
の医療を支えています。
　当院は、これからも
優れた医師の育成
に力を入れていきま
す。時に厳しく、時に
あたたかく、患者さん
にも研修医を見守っ
ていただけたら嬉しく
思います。

空腹時の飲酒を避け、飲酒のおつまみには、アルコール吸収を遅らせるナッツ類がおすすめです。

　冬から春にかけて多くなるのがイン
フルエンザやノロウイルスなどの感染
症です。
　インフルエンザとは、インフルエンザウ
イルスによる急性感染症の一種で流行
性感冒ともいい、38℃以上の発熱、頭
痛、関節痛、筋肉痛などの全身症状が
特徴です。妊娠中の方、乳幼児、高齢
者、基礎疾患のある方などは重症化す
る可能性があるため、特に注意が必要
です。発症した疑いがある場合は、か

かりつけの医療機関に事前に電話連
絡し、マスクを着用して受診しましょう。
「どの医療機関へ行けばいいのか分か
らない」、「家族への感染予防対策は
…」などお困りの際は、各保健所の「イン
フルエンザ相談窓口」にご相談ください。
　ノロウイルスは、主にカキなどの魚介
類が原因となる食中毒で、突発的な嘔
吐、下痢、腹痛などの症状が起こりま
す。二次感染能力が強く、発症後２～３
日は人から人へ感染します。患者さん
の吐物や便の処理をする方は、必ずビ
ニール手袋をつけ、処理後は手洗いな
どを徹底してください。自宅で充分な水
分と栄養補給を心がけ、療養しましょう。
特別な治療は必要とせず治ります。た

だし、幼児や高齢者など体の抵抗力が
弱い場合は、重症化する恐れがありま
す。お早めにお近くの医療機関に受診
してください。感染予防や受診の相談
は、各保健所の食品獣疫担当窓口で
受け付けています。
　当院では、院内感染予防対策として
各所に消毒用アルコール剤を設置し、
患者さん向けのミニレクチャーで手洗
い指導なども実
施しています。感
染予防のための
ちょっとした心が
けや、感染症の
正しい知識を身
に付けましょう。

に深く研修する医師を「後期研修医」と呼んでいます。一般
的には後期研修は初期研修とは異なる病院で行う研修医
が多いなか、当院では、そのまま後期も残って研修する先生
たちが大半です。

総合性、考える力、そして応用力で、
当院は「ひと」を診る医師を育成します

臨床研修指定病院として次の時代を担う医師育成に力を注いでいます

患者さんのご理解が、
次代を担う優秀な医師を育てています

インフルエンザ、ノロウイルス、
季節の変わり目の感染症に
ご注意ください
～正しい知識で感染予防～



　2012年12年４日、フィリピン南東部を
台風24号が直撃し、大きな被害を出し
ました。ＩＣＲＣ（赤十字国際委員会）は
被災者救援事業のため、今回初めて
基礎保健ＲＤ（緊急対応）チームを派
遣することとしました。日本赤十字社
は、ＩＣＲＣからの要請を受け要員を派
遣し、当院からは国際医療救援部副
部長　伊藤明子看護師と、新居優喜
臨床工学技士が12月21日に出発しま
した。基礎保健ＲＤチームは複数の国
の赤十字との共同チームであり、メン
バーは医師、看護師、助産師、技術要
員などから構成され、伊藤看護師が

リーダーを務めました。
　現地到着から１週間、チームはミン
ダナオ島東部の東ダバオ州バガンガ
に拠点となる仮設診療所を開設し、本
格的な活動を開始。診療所内の水や
電気、トイレの設置など設備の整備
や、外来診療、現地の医療レベルや疾
病状況の把握、公衆衛生教育を行
い、下痢やはしかなどの拡大防止に
努め、分娩指導などの妊産期ケアや、
近年重要視されているこころのケアに
も取り組みました。
　３月１6日には浅井由樹夫設備整備
係長が、現地スタッフへの教育、資機
材の引き継ぎ及び、撤収作業のため

フィリピン南部台風被害救援事業
1 2012年12月～2013年１月
 新居 優貴（臨床工学技士）
2 2012年12月～2013年３月
 伊藤 明子（国際医療救援部副部長
 兼看護副部長）
3 2013年３月
 浅井 由樹夫（設備整備係長）
北イラク戦傷外科病院支援事業
4 2013年１月～2013年３月
 池内 智春（看護師）

中国ではPM2.5による深刻な大気汚染が問題となっています。日本でも対岸の火事
ではなく、地球規模での越境汚染へと発展しているとか。
この環境問題は、昭和の日本を彷彿とさせます。無用な領土問題や軍事衝突の議
論ではなく、今こそ日本の環境技術の提供が必要ではないでしょうか？ちなみに筆
者は、鼻アレルギーと格闘中です…。
■名古屋第二赤十字病院  企画課メールアドレス  kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

１月から駐車場のシステムを変更しました。お
帰りの際は、出庫の直前に院内の事前精算
機（総合案内前、救急受付前、警備・防災セ
ンター前）での精算をお願いします。精算後
20分経過すると新たに料金が発生します。
また、当日受診された外来患者さんは駐車
場料金が割引となります。お見舞・付添・入院
患者さんはサービス対象外で、一般料金と
なりますので、ご了承ください。

●営業時間
　第１～３、５駐車場⇨終日　立体駐車場（平日のみ営業）⇨7:30～19:00
●駐車場サービスに必要なもの（精算時）
　診察券・予約票・領収書・薬袋・外来基本スケジュール・受付票のいずれか
●お問い合わせ　TEL：052-832-1121（代表）

現地に２週間あまり派遣され、３月末に
はフィリピン南部台風災害救援事業を
終えました。

昨年、当院では、地域の皆さまとの交流
を目的に、看護フェスティバルと八事日
赤ふれあい祭りを行いました。多くの来
場者からご好評いただいた２つのイベ
ントを、５月11日㈯、同時開催します。今
回も、医療と健康への理解を深めてい
ただけるさまざまな催しを企画中です。
参加は無料となっていますので、家族
そろって当院で楽しい１日をお過ごしく
ださい。

台風被害に見舞われたフィリピンで、
医療の提供・衛生環境の改善に取り組みました。

国際医療救援活動

編 

集 

後 

記

フィリピン

駐車場をご利用の皆さまへのご案内

 I N F O R M A T I O N

〒466-8650 名古屋市昭和区妙見町２番地の９
企画課 TEL 052-832-1121 内線 51141 メールアドレス kikaku@nagoya2.jrc.or.jp

派遣状況


